
事　　業　　名 直轄河川改修事業（矢部川
ヤ ベ ガ ワ

水系
ス イ ケ イ

矢部川
ヤ ベ ガ ワ

泰
タ イ

仙
セ ン

寺
ジ

地区）

施　　行　　地 福岡県
フ ク オ カ ケ ン

みやま市
シ

瀬高町
セ タ カ マ チ

泰仙
タ イ セ ン

寺
ジ

内　　　　　 容

　平成１９年７月の梅雨前線豪雨により床上浸水１戸、床
下浸水１２戸、浸水面積４３１haの被害を受けた地域にお
いて、河道掘削や排水ポンプの整備を推進することによ
り、再度災害の軽減を図る。

【事例①】災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）
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事　　業　　名 直轄河川改修事業（米代川
ヨ ネ シ ロ ガ ワ

水系米代川
ヨ ネ シ ロ ガ ワ

山田
ヤ マ ダ

渡
ワタリ

地区）

施　　行　　地 秋田県
ア キ タ ケ ン

大館市
オ オ ダ テ シ

山田
ヤ マ ダ

渡
ワタリ

地区

事　　業　　費 ５１０　（百万円）

国　　　 　　費 ４０８　（百万円）

内　　　　　 容

　平成１９年９月の前線豪雨により床上浸水１５戸、床下
浸水２３戸、浸水面積５１．４haの被害を受けた地域にお
いて、築堤等の整備を推進することにより、再度災害の軽
減を図る。

【事例①】災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）
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事　　業　　名 地域連携推進事業（一般国道３８５号　松隈
マツ ク マ

地区道路災害防除）

施　　行　　地 佐賀県
サ ガ ケ ン

神埼郡
カ ン ザ キ グ ン

吉野ヶ里
ヨ シ ノ ガ リ

町
チョウ

大字
オ オ ア ザ

松隈
マ ツ ク マ

事　　業　　費 １００　（百万円）

国　　　　 　費 　５０　（百万円）

内　　　　　 容

　平成１９年７月の梅雨前線に伴う豪雨により道路法面崩壊
が発生し、全面通行止めを余儀なくされた一般国道３８５号
において、広範囲に無数のクラックや空洞化が確認された
箇所について、法面対策を災害復旧事業と同時施行するこ
とにより、再度災害の防止を図る。

【事例②】災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）
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至　福岡市 至　柳川市
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事　　業　　名 直轄道路維持修繕事業（一般国道２７号　万代
マ ン ダ イ

橋
バ シ

）

施　　行　　地 京都府
キ ョ ウ ト フ

舞鶴
マ イ ヅ ル

市
シ

浜
ハ マ

事　　業　　費 ４０　（百万円）

国　　　　 　費 ２２　（百万円）

内　　　　　 容

　平成１９年６月に木曽川大橋の斜材の破断が確認され
たことを受け、平成１９年８月に類似の構造を有する本橋
の緊急点検を実施した結果、コンクリート床版の上下面付
近において、鋼材の腐食による断面欠損や減厚が確認さ
れた。このため、早急に橋梁補強工に着手することによ
り、交通安全性の確保を図る。

【事例③】災害対策等緊急事業推進費（公共交通安全対策の部）
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事　　業　　名 地域連携推進事業（一般国道１６９号　上北山
カ ミ キ タ ヤ マ

道路）

施　　行　　地 奈良県
ナ ラ ケ ン

吉野
ヨ シ ノ

郡
グ ン

上
カ ミ

北山
キ タ ヤ マ

村
ム ラ

西原
ニ シ ハ ラ

地先

内　　　　　 容

　平成１９年１月の道路法面崩壊により道路上に土砂が
崩落し３名が死亡する災害が発生した一般国道１６９号に
おいて、抜本的な対策としてトンネルによる別線バイパス
事業を実施し、再度災害の防止を図る。

【事例②】災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）
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１６９
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事　　業　　名 交通円滑化事業（一般国道６号　日立
ヒ タ チ

バイパス）

施　　行　　地 茨城県
イ バ ラ キ ケ ン

日立市
ヒ タ チ シ

浜
ハ マ

の宮
ミ ヤ

内　　　　　 容

　平成１８年１２月に死亡事故が発生する等、渋滞を避け
るために脇道へ進入した車両による事故が周辺で多発し
ている一般国道６号旭町交差点では、平成２０年度からの
日立バイパス供用に伴い、更なる交通集中が懸念されて
いる。このため、交差点改良を実施することにより、渋滞を
解消し、脇道進入等による交通事故発生防止を図る。

【事例③】災害対策等緊急事業推進費（公共交通安全対策の部）

位  置  図

福島県

茨城県

栃木県群馬県

埼玉県

千葉県
東京都

神奈川県

新潟県

山梨県

長野県

日立バイパス

一般国道６号

常
磐

自
動

車
道

日立

中央ＩＣ

国
道
6号

国
道
6号

国
道
24
5 号

国
道
245号

(主
)日

立
山

方
線

(一 )日
立

停
車

場
線

(一
)会

瀬
港

線

(主
)日

立
い

わ
き

線

至：水戸

卸売団地交差点

日立中央IC入口交差点

下
り
方
向

上
り
方
向

暫
定

２
車

線
供

用
区

間
　Ｌ

＝
３

．
１
ｋ
ｍ

至：いわき

事
業

化
区

間
　
Ｌ
＝

４
．
７
ｋ
ｍ

Ａ

Ａ

至：いわき

至：水戸

平面図

旭町交差点

赤

青

黒

黄

当年度施行

施行完了

施行予定

凡　　　例

推進費要求箇所

当初計画

至　日立駅方面

至　水戸方面

至
　
国
道
６
号

日立バイパス
（H20供用)

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

当初予算工事範囲

日
立
市
道

国道２４５号

国
道
２
４
５
号

推進費投入後

至　日立駅方面

至　水戸方面

至
　
国
道
６
号

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

当初予算工事範囲

推進費投入による
工事範囲

国道２４５号

日
立
市
道

国
道
２
４
５
号

　右折レーン滞留長確保
　左折専用レーン設置

右折レーン
滞留長確保 右折レーン

滞留長確保

右折レーン
滞留長確保

日立バイパス
（H20供用)

日
立

バ
イ

パ
ス

　
L=

4.
7k

m




